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ま え が き

アンケート調査は分野を問わずさまざまな場面で実施され，その結果も新聞

や雑誌，ネットなどでも公表されることが多く，人々の興味を引く，非常に身

近な調査方法といえる．企業では経営方針を立てる，あるいは，売上げを伸ば

すために施策を立案する必要がある．そのためには事実にもとづくデータが必

要になる．アンケート調査はデータを手軽に集める方法といえよう．また，デ

ータが必要になるのは，企業だけでなく，教育研究機関においても，研究上の

仮説を検証するために必要となる．したがって，アンケート調査という調査方

法はあらゆる分野で活用されていると考えてよいであろう．

一方，手軽に誰にでもできる調査方法であるがゆえに，質問文などを十分に

検討しないまま実施しているケースがあり，結果的に良質かつ目的に合ったデ

ータを集められないという事態を招くことが少なからずある．また，収集した

データをさまざまな角度から統計的に解析するということをせずに，単純な集

計表とグラフで済ませてしまい，多くの知見が得られる機会を見逃していると

いうケースも見受けられる．

本書はアンケート調査を実施する上で必要となる基礎知識とデータの解析方

法を学ぶための書籍で，アンケート調査の実務に携わる方々を対象にしてい

る．

本書の構成は以下のとおりである．

第 1 章ではアンケート調査の概要を述べている．

第 2 章ではアンケート調査の方法を紹介している．

第 3 章ではアンケート調査で最も重要な役割を果たす質問文について，作成

時に留意すべきことを述べている．さらに，質問に対する回答形式を紹介して

いる．

第 4 章ではアンケート調査で得たデータを解析するときに必要となる統計学
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の基礎知識について解説している．

第 5 章から第 9 章までは回答形式別にデータの集計方法と統計的方法による

解析方法を解説している．

第 10 章は 2 つの異なる質問同士の関係を把握する方法について解説してい

る．仮説として考えている因果関係や相関関係をデータで検証したいという要

望がアンケート調査では多く見られ，そのときに役立つ手法を取り上げてい

る．

第 11 章は多くの質問を同時に解析するのに役立つ多変量解析と呼ばれる手

法を紹介している．

第 12 章は商品の感想などを文章で回答してもらったときの処理方法を紹介

している．

本書では解析に必要となる数学的な計算方法や統計ソフトの使い方について

は触れていない．そのことについては別の専門書籍で習得していただきたい．

本書がアンケート調査を実施する読者の一助となれば幸いである．

本書の出版にあたり，㈱日科技連出版社の鈴木兄宏氏には大変お世話になっ

た．ここに記して感謝の意を表する次第である．

2022 年 1 月

　内　田　　　治
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3.1　質問文の作成と留意点
■ 質問文の作成

質問文はアンケート調査で明らかにしたい項目（調査項目）を展開して作成す

ることになる．調査項目が年齢であれば，「あなたの年齢をお答えください」

という質問文になるであろう．さて，調査項目と質問文が 1 対 1 で対応すると

は限らない．調査項目が大学生の生活習慣や学業に関することのときには，い

くつかの質問文をつくらなければならなくなる．そのようなときには，次のよ

うな系統図で整理してから，具体的な質問文を作成すると効率がよい．

睡眠時間

運動習慣

課外活動

生活習慣

学業

アルバイト

食事

趣味

勉強時間

出席状況

資格取得

➡　あなたの睡眠時間は？

第3章　質問文と回答形式24
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253.1　質問文の作成と留意点

■ 質問文の留意点
質問文を作成するときの留意点を列挙する．

①　1 つの質問文で同時に 2 つ以上のことを聞いていないか．

②　選択肢を平等に扱っているか．

③　紛らわしい否定文が入っていないか．

④　誘導していないか．

⑤　難解な表現を使っていないか．

⑥　特定の価値観を含んだ表現を使っていないか．

⑦　一般論なのか具体的な行動を聞いているのか．

⑧　質問文の順番に問題はないか．

質問文を作成したならば，上記のチェックポイントを確認するとよいだろ

う．

■ ダブルバーレル質問
「あなたは店内の清掃状態や商品の見やすさに満足していますか？」という

質問があるとしよう．この質問は「店内の清掃状態」と「商品の見やすさ」の

2 つのことを聞いている．この例のように 1 つの質問文で同時に 2 つ以上のこ

と聞いている質問をダブルバーレル質問と呼ぶ．この場合，回答者は清掃状態

と商品の見やすさのどちらに重点を置けばよいのか迷ってしまう．また，仮に

不満と答えた人が多かった場合，店内の清掃状態を改善すればよいのか，商品

の見やすさを改善すればよいのか，あるいは，両方を改善すればよいのかわか

らない状態になる．したがって，このような例のときには，質問文を 2 つに分

ける必要がある．

あなたは店内の清掃状態や商品の見やすさに満足していますか？

　➡あなたは店内の清掃状態に満足していますか？

　➡あなたは商品の見やすさに満足していますか？

質問文の中に A や B，A または B，A と B というように「や」，「または」，

「と」を用いるとダブルバーレル質問になりやすいので，気をつけて使わなけ
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8.1　評定尺度法

8.1.1　評定尺度の集計とグラフ化

事前に設定された段階評価に従って，品物や事象に点数を付けてもらう方法

を評定尺度法という．このときに使われる段階的なカテゴリーを評定尺度と呼

んでいる．評定尺度法で得られるデータはカテゴリーデータで，かつ，順序尺

度のデータとなる．

評定尺度法では 4 から 10 段階の等級が多く用いられ，特に，4 から 7 段階

がより多く用いられている．4 段階で評価する方法を 4 件法，5 段階ならば 5

件法などと呼んでいる．たとえば，次のような質問形式である．

■ 例 1

商品 A について，満足度の程度を次の 5 段階からお答えください．

　5　非常に満足

　4　満足

　3　普通（どちらともいえない）

　2　不満

　1　非常に不満

5 件法を例 1 のように 1 から 5 とせずに，−2 から 2 で表現する場合もある．

−2　　　　−1　　　　0　　　　1　　　　2　

このようにすると，平均値などを計算したときに，その符号がプラスであれ

ば，好んでいる人が多く，マイナスであれば好んでいない人が多いということ

がわかりやすくなるという利点がある．ただし，1 から 5 でも，−2 から 2 で

も，どちらも数字の間隔は 1 なので，最終的には同じ結論になる．

一方，4 件法のような偶数段階のときには注意が必要である．

第8章　評定尺度の集計と解析94

無断使用をお断りします。日科技連出版社



958.1　評定尺度法

4　　　3　　　2　　　1

と付けるところを，

2　　　1　　−1　　−2

とすると，1 と−1 の間隔が 2 となる．

評定尺度法により得られるデータは順序尺度の典型的な例といえる．

■ 集計表とグラフ
次のような集計表と人数の棒グラフを作成する（図 8.1）．これは選択回答の

場合と同じである．

人数 割合

非常に不満 14 16.1%

不満 18 20.7%

普通 28 32.2%

満足 22 25.3%

非常に満足 5 5.7%

0
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10

15

20

25

30

人
数

非常に不満 不満 普通 満足 非常に満足

図 8.1　順序尺度の棒グラフ
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